
前

漢

の
御
史

大

夫

小

考

『史
記
』

三
王
世
家
と
元
康
五
年
詔
書
冊

の
解
釈
に
関

し
て

米

田

健

士
疋ン、

 

序
言

御
史
と

は
先
秦
時
代
か
ら
清
代
に
至
る
ま
で
、

一
貫
し
て
存
在
し

続
け
た
官
職
で
あ
り
、
そ
の
長
官
と
し
て
の
御
史
大
夫
は
、
秦

・
前

漢

・
曹
魏

・
階

・
唐

・
遼

・
金

・
元

・
明
等
の
各
王
朝
に
お
い
て
置

か
れ
た
官
職
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
組
織
は
後
漢
以
降
に
は
御
史
台
と

称
さ
れ
、
官
僚
の
非
違
を
取
り
締
ま
る
監
察
機
関
と
し
て
重
き
を
な

　

　

　

し
た
。
漢
代
の
御
史
と
監
察
制
度
に
つ
い
て
は
、夙
に
桜
井
芳
朗

「御

史
制
度
の
形
成
」
が
あ
り
、
前
近
代
中
国
に
お
け
る
監
察
制
度
の
起

源
と
し
て
秦
漢
時
代
の
御
史
制
度
を
捉
え
、
そ
の
組
織
と
変
遷
を
詳

　
ソ

　
　

細
に
分
析

し
て
い
る
。
漢
代

の
御
史
に
つ
い
て
、
桜
井
氏
の
所
説
に

基
づ

い
て
簡
略
に
示
す
な
ら
ば
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

前
漢
に
お
い
て
は
長
官
た
る
御
史
大
夫
の
下
に
、
御
史
丞

・
御
史

中
丞

の
二
人
の
次
官
と
御
史
四
十
五
人
と
が
置
か
れ
た
。
御
史
丞
は

御
史
大
夫
寺

(御
史
府
と
も
呼
ば
れ
る
)
に
お
い
て
、
御
史
三
十
人

と
と
も
に
百
官
の
こ
と
を
治
め
、
こ
れ
と
は
別
に
御
史
中
丞
は
十
五

人
の
御
史

(侍
御
史
と
称
さ
れ
る
)
を
率

い
て
、
殿
中
の
蘭
台
に
お

い
て
図
籍
秘
書
を
掌
り
、
ま
た
各
地
方
に
置

か
れ
た
監
察
官
た
る
州

刺
史
を
監
督
し
た
。
や
が
て
前
漢
末
期
か
ら
後
漢
初
期
に
か
け
て
、

御
史
大
夫
は
司
空
と
改
称
さ
れ
て
太
尉

・
司
徒
と
並
ぶ
三
公
の

一
つ

と
な
り
、
御
史
府
の
御
史
三
十
人
は
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
に
伴

い
殿
中

に
あ

っ
た
御
史
中
丞

・
侍
御
史
十
五
人
は
御
史
台
を
形
成
し
て
、
九

寺
の

一
つ
で
あ
る
少
府
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
御
史
台
は
こ
れ

以
降
、
幾
多

の
変
遷
を
経
な
が
ら
も
、
清
末

に
至
る
ま
で
官
僚
の
監

察
を
掌
る
官
庁
と
し
て
存
在
し
続
け
る
。

こ
れ
が
漢
代
の
御
史
制
度
の
概
要
だ
が
、
し
か
し
桜
井
氏
は
長
官
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た
る
御
史

大
夫
に
つ
い
て
は
、
「
そ
の
配
下
の
御
史
は
監
察
を
行

っ

た
が
、
御
史
大
夫
自
身
は
監
察
官
で
は
な
か

っ
た
」
と
し
て
、
紙
幅

の
大
部
分
を
実
際
に
監
察

の
任
を
担

っ
た
御
史
中
丞
お
よ
び
侍
御
史

に
費
や
し
、
御
史
大
夫

の
職
掌
に
つ
い
て
は
、
宰
相
た
る
丞
相
を
助

け
る

「
副
丞
相
、
即
ち
行
政
官
」
で
あ

っ
た
と
指
摘
す
る
に
と
ど
ま

る
。
要
す

る
に
桜
井
氏
の
論
考
に
お
い
て
は
、
御
史
大
夫
に
つ
い
て

ヘ
ヨ

　

は
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

そ
の
後

、
御
史
大
夫
に
関
し
て
新
た
な
視
点
を
提
示
し
た
の
が
大

庭
脩
氏
で
あ
る
。
大
庭
氏
は
居
延
出
土

の
元
康

五
年
詔
書
冊
お
よ

び

『史
記
』
三
王
世
家
に
み
え
る
当
時
の
公
文
書
様
式

の
分
析
を
通

じ
て
、
御
史
大
夫
は
単
な
る
行
政
官
で
は
な
く
、
皇
帝

の
書
記
た
る

「草
制
の
官
」
で
あ
り
、
政
務
の
原
案
を
作
成
し
て
い
た
と
結
論
す

　
　

へ

る
。
元
康

五
年
詔
書
冊
の
復
原
お
よ
び
三
王
世
家

の
文
書
学
的
解
読

と
い
う
、

い
ず
れ
も
第

一
級
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
な
さ
れ
た
大

庭
氏
の
所
説
は
、
す
で
に
学
界
に
お
い
て
も
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る

と

い
っ
て
よ

寧

た
だ
し
私
見
で
は
、
大
庭
氏
が
用
い
た

「草
制
官
」
と
い
う
語
に

は
若
干
の
誤
解
を
生
む
余
地
が
あ
り
、
ま
た
政
策
原
案

の
作
成
と

い

う
職
掌
に

つ
い
て
も
、
な
お
補
う

べ
き
点
が
あ
る
と
考
え
る
。
以
下
、

本
稿
で
は
三
王
世
家
と
元
康
五
年
詔
書
冊

(以
下
、
詔
書
冊
と
略
称
)

の
再
検
討
を
通
じ
て
、
前
漢
の
御
史
大
夫

の
担

っ
た
職
掌
の

一
端
に

へ
ち

　

つ

い
て
考

え

て
み

た

い
。

一
、
草
制

の
官

大
庭
氏
の
御
史
大
夫

に
つ
い
て
の
所
説

は
次
の
よ
う
な
も

の
で

　
　

　

あ
る
。
宣
帝
時
代
の
元
康
五
年

(前
六

一
年

)
の
詔
書
冊
に
み
え
る

夏
至
の
行
事

の
決
定

・
施
行
過
程
を
み
れ
ば
御
史
大
夫
が
、

事
実
上
の
具
体
策
の
原
案
を
提
示
し
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、御
史
府
は
政
務
執
行

の
原
案
の
作
成
に
当

っ

て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
武
帝
元
狩
六
年

(前

=

七
年
)
に
三
皇
子
を
諸
侯
王
に

封
建
す
る
至

っ
た
経
緯
を
記
録
し
た
三
王
世
家
に
お
い
て
も
、
御
史

大
夫
は
三
皇
子

の
封
建
と
い
う
、

大
綱
の
決
定
し
た
政
策
の
具
体
的
な
実

現
に
関
す
る
原
案
を
作

成
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え

て
み
る
と
、
漢
代

の
制
書

の
多
く
が

「制
詔
御
史
」
の
句

で
始
る
こ
と
に
も
意
味

を
見
出
す
べ
き
で
、
皇
帝
は
御
史
に
対
し
て
方
針
を
制
書

に

よ

っ
て
示
し
、
実
行
案
の
計
画
進
行
を
命
じ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
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ま
た
御
史

大
夫
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
次

の
よ
う
に
概
観
す
る
。

要
す
る
に
御
史
は
、
本
来
王
の
側
近

に
侍
御
す
る
書
記
官
で
あ

り
、
と
り
も
な
お
さ
ず

い
わ
ゆ
る

「草
制
の
官
」
で
あ

っ
て
、

文
書

の
起
案
に
も
当
た

っ
た
。
御
史
大
夫
は
こ
れ
を
統
轄
し
て

お
り

、
御
史
府

の
拡
大
と
と
も
に
殿
中
に
侍
す
る
侍
御
史
と
、

府
に
あ

っ
て
本
来

の
職
務
に
あ
た
る
御
史
と
に
職
分
が
分
れ
、

殿
中

に
あ
る
侍
御
史
が
監
察

の
任
を
兼
ね
る
よ
う
に
な

っ
て
後

は
御
史
中
丞
の
率

い
る
監
察
官
と
し
て
の
性
格
が
強
ま
り
、

一

方
、

一
般
の
御
史

の
職
務
は
尚
書
に
代
行
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ

て
い

っ
た
。
そ
の
現
実
的
傾
向
を
踏
ま
え
て
行
な

っ
た
光
武
帝

の
改
革
で
あ

っ
た
か
ら
、
尚
書
令
と
御
史
中
丞
が
二
本

の
柱
と

し
て
、
少
府

の
中
に
異
常
に
大
き
な
地
位
を
占
め
る
に
至

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

も
と
よ
り
桜
井
氏
も
、
先
秦
時
代

の
御
史
が
王
に
侍
御
す
る
書
記
で

あ

っ
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
が
、
し
か
し
大
庭
氏
が
あ
ら
め
て
こ

の
点
を
強

調
し
、
前
漢
時
代
に
お
い
て
も
御
史
大
夫
が
皇
帝
の
書
記

で
あ
る
と

示
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
御
史
大
夫

の
本
質
を
突

い

た
指
摘
で
あ
る
。
た
だ
し
問
題
は
、
そ
れ
を
表
現
す
る
の
に

「草
制

の
官
」
と
言
う
語
を
用
い
た
点
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
筆
者
は
、

　
お

　

先
に
前
漢

の
尚
書
の
職
掌
を
考
察
し
た
際
に
も
述
べ
た
が
、
行
論

の

都
合
上
あ
ら
た
め
て
私
見
を
提
示
し
て
お
き

た
い
。

大
庭
氏
は

「
政
策
の
具
体
的
な
実
現
に
関
す
る
原
案
」
を
作
成
す

る
こ
と
を

「
草
制
」
と
表
現
す
る
が
、
そ
も

そ
も
草
制
と
は
管
見

の

限
り
で
は
唐
代
以
降
に
現
れ
る
語
で
あ
り
、
具
体
的
な
用
例
と
し
て

は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

遂
に
改
め
て
舎
人
に
命
じ
て
制
を
草
せ
し
む
。

(
『旧
唐
書
』
巻

=
二
五

・
盧
杞
伝
)

中
書
舎
人
に
進
む
。
…
…
楚
、
制
を
草

す
る
に
、
其
の
辞
に
合

に
す
べ
か
ら
ざ
る
所
あ
り
。(『新

唐
書
』

巻

一
六
六

・
令
狐
楚
伝
)

す
な
わ
ち
草
制
と
は
、
唐
代
に
お
い
て
は
中
書
舎
人
が
行
う

「王
言

　
　

　

の
起
草
」
の
こ
と
で
あ
る
。
王
言
の
起
草
と
は
、
皇
帝
が
自
ら
の
意

志
を
制
書
な
ど
の
文
書
に
よ

っ
て
表
明
す
る

に
あ
た

っ
て
、
中
書
舎

人
が
そ
の
文
案
を
練
り
書
写
す
る
こ
と
で
あ
り
、
要
す
る
に
皇
帝
の

代
筆
を
意
味
す
る
。
唐
公
式
令

・
制
書
式
に
よ
れ
ば
、
そ
の
際
に
は

年
月
日
の
う
ち
日
付
部
分
を
空
欄
に
し
て
お
き
、
こ
こ
に
皇
帝
が
自

ら
日
付
を
書
き
込
む
こ
と

(御
画
日
)
に
よ

っ
て
、
制
書
と
し
て
の

　
　

ソ

公
的
な
効
力
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
大
庭
氏
が
政
策
原
案
の
作
成
と
見
な
し
て
い
る

の
は
、
後
掲
の
三
王
世
家
の
上
奏
文
R
や
詔
書
冊
の

一
〇

・
二
七
簡
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お
よ
び
五

・
一
〇
簡
に
示
さ
れ
た
行
為
の
こ
と
で
あ
る
が
、
上
奏
文

R
に
は

「太
僕
臣
賀
行
御
史
大
夫
事
昧
死
言
、
…
…
臣
昧
死
請
」
と

あ
り
、
詔
書
冊
に
は

「●
臣
謹
案
…
…
臣
請
布
、
臣
昧
死
以
聞
」
と

あ
る
よ
う

に
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
御
史
大
夫
自
身
の
意
見
の
表
明

も
し
く
は
皇
帝

へ
の
請
願
で
あ
り
、
皇
帝

の
意
思
表
明
で
は
な

い
。

し
た
が

っ
て
少
な
く
と
も
、
こ
う
し
た
行
為
を
草
制
と
表
現
す
る
の

は
妥
当
で
は
な

い
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
漢
代
に
お
い
て
詔
書

の
起
草
を
行

っ
て
い
た
の
は
、
ど

の
官
な
の
だ
ろ
う
か
。
御
史
大
夫
は
政
策
原
案
の
作
成
を
行
い
つ
つ

も
、
他
方

で
そ
れ
と
は
別
に
詔
書

の
起
草
と

い
う
職
務
を
担

っ
て
い

た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
他

の
官
が
行

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
に
お

い
て

『漢
書
』

『後
漢
書
』

等
の
史
料

を
用

い
て
、
前
漢

・
後
漢
を
通
じ
て
尚
書
が
そ
の
職
務
を

担

っ
て
い
た
、
す
な
わ
ち
漢
代
に
お
け
る

「草
制
の
官
」
は
尚
書
で

あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
の
際
に
は
、
紙
幅
の
都
合
も
あ

っ

て
三
王
世
家
に
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
次
章
で
は
三
王

世
家
に
現
れ
た
武
帝
と
群
臣
と
の
文
書

の
遣
り
取
り
に
お
い
て
、
御

史
大
夫
と
尚
書
が
ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
い
た
の
か
を
分
析
し
て
ゆ

き
た
い
。

二
、

『史
記
』
三
王
世
家
の
再
検
討

三
王
世
家
は
、
大
司
馬
雀
去
病
が
皇
子
を
諸
侯
王
に
封
ず
る
よ
う

上
奏
し
た
の
を
発
端
と
し
て
、
当
初
、
諸
侯
王
で
は
な
く

一
等
降
る

列
侯
に
封
ず
べ
き
だ
と
難
色
を
示
し
た
武
帝
が
、
数
度
に
わ
た
る
群

臣
に
よ
る
説
得
を
経
て
最
終
的
に
了
承
し
て
、
三
子
劉
閾

・
劉
旦

・

劉
胃
を
そ
れ
ぞ
れ
斉
王

・
燕
王

・
広
陵
王
に
封
ず
る
ま
で
の
過
程
を

記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
ほ
ぼ
全
篇
が
窪
去
病
お
よ
び
群
臣
の
上
奏

文
と
、
そ
れ
に
対
す
る
武
帝
の
詔
書

(文
中

で
は

「制
し
て
曰
は
く
」

と
記
さ
れ
る
部
分
)

の
遣
り
取
り
の
み
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
お

り
、
司
馬
遷
の
地
の
文
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
と

い
う
点
に
お
い

て

『史
記
』

の
中
で
も
特
異
な

一
篇
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
そ
の
概
要

　
ロ

　

を
示
し
て
お
こ
う
。
A
～
W
の
分
段
は
大
庭
氏
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

A

大
司
馬
臣
去
病
、
昧
死
再
拝
し
て
、
皇
帝
陛
下
に
上
疏
す
、

…
昧
死
し
て
願
は
く
は
、
陛
下
、
有
司
に
詔
し
て
、
盛
夏

の
吉
時
に
因
り
て
、
皇
子

の
位
を
定

め
ん
こ
と
を
。
唯
だ
陛

下
幸
察
せ
よ
。
臣
去
病
、
昧
死
再
拝
し
て
、
皇
帝
陛
下
に
以

聞
す
。

B

三
月
乙
亥
、
御
史
臣
光
守
尚
書
令
、
未
央
宮
に
奏
す
。

C

制
し
て
曰
は
く
、
御
史
に
下
せ
。
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D

六
年
三
月
戊
申
朔
乙
亥
、
御
史
臣
光
守
尚
書
令

・
丞
非
、

御
史
に
下
す
、
書
到
ら
ば
言

へ
。

E

丞
相
臣
青
径

・
御
史
大
夫
臣
湯
…
…
昧
死
し
て
上
言
す
、

大
司
馬
去
病
、
上
疏
し
て
曰
は
く

「…

(上
奏
文
A
を
全
文
再
録
)

…
」
と
。
制
し
て
曰
は
く

「御
史
に
下
せ
」
と

(C
を
再
録
)。

臣
謹
ん
で
中
二
千
石

・
二
千
石
臣
賀
ら
と
議
す
に
、
…
…
昧

死
し
て
請
ふ
、
皇
子
臣
閨

・
臣
旦

・
臣
胃
を
立
て
て
諸
侯
王

と
為
さ
ん
こ
と
を
。
昧
死
し
て
立
つ
る
所
の
国
名
を
請
ふ
。

F

制
し
て
曰
は
く
、
…
…
朕
の
不
徳
、
海
内
未
だ
沿
ね
か
ら

ざ
る
に
、
乃
ち
未
だ
教
成
ら
ざ
る
者
を
以
て
彊
ひ
て
連
城
に

君
と
せ
よ
と
は
、
即
ち
股
肱
何
ぞ
勧
む
る
や
。
其
れ
更
め
て

議
し
て
列
侯
を
以
て
之
を
家
と
せ
し
め
よ
。

G

三
月
丙
子
、
未
央
宮
に
奏
す
。

H

丞
相
臣
青
程

・
御
史
大
夫
臣
湯
、
昧
死
し
て
言
ふ
、
臣
謹

ん

で
列
侯
臣
嬰
斉

・
中
二
千
石
二
千
石
臣
賀

・
諌
大
夫
博
士

臣
安
ら
と
議
し
て
曰
は
く
、
…
…
皇
子
を
家
し
て
列
侯
と
為

す
は
、
則
ち
尊
卑
相
ひ
鍮

へ
、
列
位
序
を
失
ひ
、
以
て
統
を

万
世
に
垂
る
べ
か
ら
ず
。
臣
請
ふ
ら
く
は
、
臣
閾

・
臣
旦

・

臣
胃
を
立
て
て
諸
侯
王
と
為
さ
ん
こ
と
を
。

1

三
月
丙
子
、
未
央
宮
に
奏
す
。

J

制

し

て

曰

は
く

、

…

…
家

す

る

に

列

侯

を

以

て
す

れ

ば

可

な

り

。

K

四

月

戊

寅

、

未

央

宮

に
奏

す

。

L

丞

相

臣

青

雀

・
御

史

大

夫

臣

湯

、

昧

死

し

て
言

ふ
、

臣

青

裡

ら

列

侯

・
吏

二
千

石

・
諌

大

夫

・
博

士

臣

慶

ら

と

議

し

て
、

昧

死

し

て
奏

し

て
皇

子
を

立

て

て

諸

侯

王

と

為

さ

ん

こ

と

を

請

ふ
。

制

し

て

曰

は

く

「
…

(詔
書
J
を
全
文
再
録
)
…
」

と

。

臣

青

径

・
臣

湯

・
博

士
臣

將

行

ら
伏

し

て
聞

く

な

ら

く

、

…

臣

請

ふ
ら

く

は
、

臣

悶

・
臣

旦

・
臣

胃

を

立

て

て
諸

侯

王

と

為

さ

ん

こ

と

を

。

M

四

月

癸

未

、

未

央

宮

に
奏

す

。

N

中

に
留

め

て
下

さ

ず

。

ロ

　

0

丞
相
臣
青
径

・
太
僕
臣
賀
行
御
史

大
夫
事

…
…
臣
請

ふ
ら
く
は
、
史
官
を
し
て
吉
日
を
択
び
、
礼
儀
を
具
し
て
上

り
、
御
史
を
し
て
輿
地
図
を
奏
し
、
他
は
皆
な
前

の
故
事

の

如
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
。

P

制
し
て
曰
は
く
、
可
な
り
。

Q

四
月
丙
申
、
未
央
宮
に
奏
す
。

R

太
僕
臣
賀
行
御
史
大
夫
事
、
昧
死

し
て
言
ふ
、
太
常
臣
充

言
は
く
、
ト
す
る
に
四
月
二
十
八
日
乙
巳
に
入
れ
ば
、
諸
侯
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王

を

立

つ

べ
し

と

。

臣

昧

死

し

て
輿

地

図

を
奏

し

て
、

立

つ

る
所

の
国

名

を

請

ふ
。

礼

儀

は

別

に
奏

せ

ん

。

臣

昧

死

し

て

請

ふ
。

S

制

し

て

曰

は

く

、

皇

子

閾

を

立

て

て
斉

王

と

為

し

、

旦

を

燕

王

と

為

し

、

胃

を

広

陵

王

と

為

せ

。

T

四

月

丁

酉

、
未

央

宮

に
奏

す

。

U

六

年

四

月

戊

寅

朔

癸

卯

、
御

史

大

夫

湯

丞

相

に

下

す

。

丞

相

は

中

二

千

石

に
下

し

、

二

千

石

は

郡

太

守

・
諸

侯

相

に
下

し

、

書

を

承

け

て
事

に
従

ひ

、
当

用

者

に

下
す

こ

と

、

律

令

の
如

く

せ

よ
。

V

維

れ

六

年

四

月

乙

巳

、
皇

帝

、

御

史

大

夫

湯

を

し

て
廟

に

子

閾

を

立

て

て
斉

王

と

為

さ

し

む

。

…

…
於

戯

、

国

を

保

ち

民

を

支

む

る

は

、

敬

ま

ざ

る

べ

け

ん

や

。

王

よ
其

れ

之

を

戒

め

よ

や

。

W

右

は

斉

王

の
策

な
り

。

*
B

・
D

の

「
御
史

臣
光
守
尚
書

令
」
と

は
、
御
史

大
夫

の
部

下

た
る
御
史

の
某
光

が
、
尚
書
令

の
職
務

を
兼
任

し

て
い
る
こ
と

意
味

し
、

し
た

が

っ
て
、

こ
こ
で
は
御
史

で
は

な
く
尚
書
令

の

職
務
を
行

っ
て
い
る
こ
と

に
注
意

さ
れ
た

い
。

*
詔
書

C

の

「
御
史

に
下

せ
」

と
は
、
御
史

大
夫

に
案
件

A
を
伝

え

て
討
議
せ
し
め

よ
と

の
命
令

。

*
D

の

「
書
到

ら
ば
言

へ
」
と

は
、
案

件

に

つ
い
て

の
討
議

の
結

果
を
復
命

せ
よ
と

い
う
伝
達
文
言

で
あ

る
。

こ

の

一
連

の

文

書

の
遣

り

取

り

の
う

ち

、

詔

書

す

な

わ

ち

草

制

の

官

が

起

草

し

た

部

分

は

、

C

・
F

・
J

・
S

・
V
と

い
う

こ
と

に
な

。

な

お

、

P

の

「
制

し

て
曰

は

く

、

可

な

り

」

に

つ

い
て

は
、

唐

公

式

令

・
制

書

式

の

「
可

御

画

」
、

す

な

わ

ち

制

書

発

布

に
あ

た

っ
て
皇

帝

が

裁

可

の
証

と

し

て

「
可

」

字

を

自

ら

書

き

込

む

と

い
う

規

定

か

ら

類

推

す

る
な

ら

ば

、

漢

代

に
お

い

て
も

皇

帝

が

「
可

」

字

を

自

署

し

た

可

能

性

が
あ

る

。

と

も

あ

れ

、

こ

こ

に
御

史

大

夫

と

尚

書

が

ど

の
よ

う

に
関

わ

っ
て

い
た

の
か

だ

が

、

そ

れ

を

知

る
た

め

の
手

が

か

り

と

し

て
、

『漢

書

』

巻

四

六

・
石
建

伝

の
次

の
記
事

が
あ

る

。

建

、
郎

中
令

と

為

り

て
、
事

を

奏

し

て

下

さ

る

(注
口師
古
曰
は
く
、

建
に
奏
上
す
る
所
あ
り
て
報
下
を
被
る
な
り
)
。

建

之

を

読

み

て
、

驚

恐

し

て
曰

は

く

「
馬

を

書

す

る
は

尾

と

と

も

に
し

て
五

な

り

(注

u

師
古
曰
は
く
、
馬
字
は
下
曲
す
る
者
を
尾
と
為
し
、
井
び
に
四
点
を
四
足
と
為
し

て
、
凡
そ
五
な
り
)
、
今

は

乃

ち

四

の

み

に

し

て

、
足

ら

ざ

る

こ

と

一
、

謎

を

獲

て
死

せ

ん

」

と

。
其

の

謹

慎

た

る

こ
と

、

他

と

難

も

皆

な

是

の
如

し

。

ヘ
ロ

ソ

つ
ま
り
、
皇
帝
よ
り
報
下

さ
れ
た
自
ら
の
上
奏
文
を
見
た
石
建
が
、

「馬
と

い
う
文
字
の

一
画
が
足
り
な

い
」
と

い
う
誤
字
に
気
づ
き
恐
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膣
し
た
と

い
う
話
な
の
だ
が
、
こ
こ
か
ら
、
上
奏
文
が
皇
帝
か
ら
報

下
さ
れ
る
際
に
は
、
臣
下
が
書
写
し
た
上
奏
文
自
体
が
そ
の
ま
ま
用

　
ロ

　

い
ら
れ
た

こ
と
が
解
る
。
三
王
世
家
に
お
い
て
も
、
窪
去
病

の
上
奏

文
A
は
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
御
史
に
下
さ
れ
、
群
臣
は
そ
れ
を
も
と
に

討
議
を
行

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
こ
そ
討
議
の
結
果
を
報
告
す

　
め

　

る
上
奏
文

E
の
中
に
A
の
全
文
が
再
録
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
そ
の

際
に
は
A
は
そ
れ
単
独
で
下
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
C

「
御
史
に
下

せ
」
と

い
う
詔
書

(こ
れ
も
上
奏
文
E
に
再
録
さ
れ
て
い
る
)
と
D

「御
史

に
下
す
。
書
到
ら
ば
言

へ
」
と

い
う
復
命
を
求
め
る
文
言
が
付
加
さ

　
い

　

れ
た
、
A

+
C

+
D
と

い
う
形
を
と

っ
た
に
違

い
な
く
、
御
史
大
夫

は
こ
れ
を
討
議
の
場
に
提
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
手
続

き
上
、
A

+
C

+
D
が
作
成
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、
御
史
大
夫
が

介
在
す
る

こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
れ
に
関
わ
り
う
る
の
は
尚
書
令

以
外
に
は
居
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
大
庭
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
漢
代
の
詔
書
に
は

「制

詔
御
史
」

で
始
ま
る
も
の
が
多
い
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
、
例
え
ば

郡
太
守
や
将
軍
な
ど
に
対
し
て
直
接
発
せ
ら
れ
る
事
例
も
多
数
存
在

す
る
。
次

に
挙
げ
る

『漢
書
』
巻
五
二

・
實
嬰
伝
の
武
帝
時
代
初
期

に
實
嬰
が
下
獄
し
た
際

の
記
事
も
そ
の

一
例
で
あ
る
。

孝
景

の
時
、
嬰
は
嘗
て
遺
詔
を
受
く
。
曰
は
く

「事
に
不
便
な

る

有

ら

ば

、
便

宜

を

以

て
論

上

せ

よ

」

と

(注

"
師
古
曰
は
く
、
そ

の
事
を
論
説
し
て
天
子
に
上
る
な
り
)
。

繋

が

る

る

に

及

び

、

…

…

嬰

乃

ち

昆

弟

の
子

を

し

て
上

書

し

て

之

を

言

は

し

め

て
、

召

見

を

ね
が

得
ん
こ
と
を
幸
ふ
。
書
奏
さ
れ
て
、
尚
書
を
案
ず
る
も
、
大
行

に
遺
詔
無
し
。
詔
書
は
独
り
嬰

の
家
に
威
さ
れ
て
、
嬰
の
家
丞

の
封
あ
る
の
み
。
乃
ち
劾
す
ら
く
嬰
は
先
帝
の
詔
を
矯
め
て
害

あ
り
、
罪
は
棄
市
に
当
た
る
と
。

右
の
景
帝
の
遺
詔
は
、
実
際
に
景
帝
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
の
か
實
嬰

に
よ
り
偽
作
さ
れ
た
の
か
、
こ
と
の
真
偽
は
不
明
な
が
ら
、
實
嬰
個

人
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
授
受

の
過
程
に
は
景
帝
と
實

嬰
と

「草
制
の
官
」
と
が
関
わ
る
の
み
で
、
他
の
官
が
そ
こ
に
介
在

す
る
必
然
性
は
な
い
。
そ
し
て
そ
の
存
否
の
確
認
が
御
史
府
で
は
な

く
尚
書
に
対
し
て
求
め
ら
れ
た
の
は
、
も
し
遺
詔
が
実
際
に
實
嬰
に

与
え
ら
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
尚
書
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

一
般
に
文
書
の
副
本

(控
え
)
は
、
実
際
に

施
行
さ
れ
る
文
書
を
作
成
す
る
書
記
官
が
同
時
に
作
成
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
後
に
も
見
る
よ
う
に
御
史
府
は
、
丞
相

府
と
並
ん
で
帝
国
全
土
の
行
政
文
書
が
保
管

さ
れ
て
い
る
官
庁
で
あ

り
、
当
然
そ
こ
に
も
詔
書
が
保
管
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
よ
り

確
実
に
詔
書
の
存
否
が
確
認
で
き
る
の
は
、
御
史
府
で
は
な
く

「草
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制

の
官
」

た
る
尚
書
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
参
考
ま
で
に
唐
代
に
お

い
て
は
、

中
書
舎
人
が
起
草
し
た
制
書
は
皇
帝

の
御
画
日
を
記
入
さ

れ
た
の
ち

、
中
書
省
に

「案
」
と
し
て
保
管
さ
れ
、
別
に

一
通
を
写

　
り

　

し
門
下
省

に
送
ら
れ
た
と
い
う
。

以
上
よ
り
、
前
漢
の
御
史
大
夫
が
詔
書
の
起
草
に
は
関
わ
り
得
な

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
が
、
次
章
で
は
、
大
庭
氏
が
御
史
大
夫

の
職

掌
を
表
現

し
た

「政
務
執
行

の
原
案
の
作
成
」
と

い
う
点
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
た
い
。

三
、
元
康
五
年
詔
書
冊
の
再
検
討

元
康
五
年
詔
書
冊
と
は
、
宣
帝
元
康
五
年

(年
内

に
改
元
さ
れ
て

神
爵
元
年

、
前
六

一
)
に
、
太
常
卿
の
蘇
昌
が
夏
至
の
日
の
諸
行
事

に

つ
い
て
提
案
し
、
そ
の
公
布
を
求
め
た
こ
と
に
対
し
て
、
宣
帝
が

裁
可
し
て
全
土
に
発
布
し
た
詔
書
で
あ
る
。
ま
ず
は
概
要
を
示
そ
う
。

①

御
史
大
夫
吉
、
昧
死
し
て
言
ふ
、
丞
相
相
の
上
り
し
大
常

昌

の
書
に
言
は
く

「大
史
丞
定
言

へ
ら
く
は

『元
康
五
年
五

や

月

二
日
壬
子
は
日
夏
至
な
り
』
と
。
宜
し
く
兵
を
寝
め
、
大

官

は
井
を
好
み
、
水
火
を
更
め
、
鳴
鶏

に
進
め
ん
こ
と
を
。

も
と

以
聞
し
て
、
当
用
者
に
布
か
ん
こ
と
を
謁
む
」
と
。
●
臣
謹

ん
で
案
ず
る
に
、
比
原
泉
御
者
、
水
衡
は
大
官

の
御
井
を
好

み
、
中
二
千
石

・
二
千
石
は
官
を
し
て
各

々
仔
み
、
別
火
官

は
夏
至
に
先
だ

つ

一
日
に
、
除
燧
を
以
て
火
を
取
り
、
中
二

千
石

・
二
千
石
の
官

の
長
安

・
雲
陽
に
在
る
者
に
授
け
。
其

れ
民
は
皆
な
受
く
る
に
日
至
を
以

て
し
て
、
故
火
に
易

へ
。

庚
戌
よ
り
、
兵
を
寝
め
、
事
を
聴
か
ざ
る
こ
と
、
甲
寅
を
尽

く
す
ま
で
五
日
。
臣
布
か
ん
こ
と
を
請
ふ
。
臣
昧
死
し
て
以

聞
す
。

(以
上
、

一
〇

・
二
七
と
五

・
一
〇
)

②

制
し
て
曰
は
く
可
な
り
。

(三
三
二

・
二
六
)

③

元
康
五
年
二
月
癸
丑
朔
癸
亥
、
御
史
大
夫
吉
、
丞
相
に
下

す
。
書
を
承
け
て
事

に
従
ひ
、
当
用
者
に
下
す
こ
と
、
詔
書

の
如
く
せ
よ
。

(
一
〇

二
二
三
)

④

二
月
丁
卯
、
丞
相
相
、
車
騎
将

軍

・
将
軍

・
中
二
千
石

・

二
千
石
・郡
大
守
・諸
侯
相
に
下
す
。
書
を
承
け
て
事
に
従
ひ
、

当
用
者
に
下
す
こ
と
、
詔
書
の
如
く
せ
よ
。
少
史
慶

・
令
史

宜
王

・
始
長
。

(
一
〇

・
三
〇
)

⑤

(以
下
、
張
抜
太
守
府
↓
張
腋
都
尉
府
↓
肩
水
候
官
↓
肩

水
候
官
管
轄
下
の
峰
燧
、
と
い
う
径
路
で
こ
の
詔
書
が
下
達

さ
れ
て
ゆ
く
)

①
の
前
半
部

(●
よ
り
前
の
部
分
)
は
、
太
常
の
提
案
が
丞
相
を
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経

て
御
史
大
夫

に
上
程

さ
れ
た
こ
と

の
報
告

で
あ

る
。

「兵

を
寝

め
、
大
官
は
井
を
拝

み
、
水
火

を
更
め
、
鳴
鶏

に
進
」

む
と
は
、

兵

事
を

休

み
、
井

戸
を
湊

い
、
水

火

を
新

た
な
も

の
に
代

え
、

鳴
鶏

の
時
刻

に
そ
れ
を
進

め
る
」
こ
と
を

い
う
。

①

の
後

半
部

(●

以
降

の
部
分

)
は
、

太
常

の
提

案

に

つ
い

て
、

御

史
大
夫

が
よ
り

具
体
的
な
実

施
要
項

や
日
程
を

提
示
し

た
部

分
で
あ
る
。
「
除
燧
以

て
火
を

取
」
る
と
は

「
火
き
り
ぎ

ね
」
を

用

い
て
火
種
を
得

る
こ
と

、
「事

を
聴
か
ざ

る
」
と

は
政
務

を
休

む

こ
と

で
あ

る
。
ま

た

「
比

原
泉

御
者

」

に

つ
い
て
、
大
庭

氏

　
は

　

は

「
意
味
不
明
」
と
す

る

。

②

は
宣
帝

に
よ
る
裁
可

の
文
言

。

③

は
御
史

大
夫

か
ら
丞
相

へ
の
下
達
と

、
公
布

・
実

施
を
求

め
る

伝
達
文
言
。

④

は
丞

相
府

か
ら
中
央

・
地
方

の
各
官

庁

へ
の
下

達
と
、
公

布

・

実
施
を
求
め

る
伝
達
文

言
。

こ
の
詔
書
冊
に
お
い
て
は
、
①
は
太
常
お
よ
び
御
史
大
夫

の
提
案
も

し
く
は
請
願
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
②

の
裁
可
の
文
言
が
付
加
さ

れ
る
こ
と

で
、
①

+
②
が
詔
書
と
し
て
の
公
的
な
効
力
を
付
与
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
な
お
繰
り
返
す
が
、
こ
こ
か
ら
①
を
上
奏
し
た
御

史
大
夫
が

「詔
書

の
起
草
」
を
行
う

「草
制

の
官
」
だ

っ
た
と
解
釈

ヘ
バ

　

す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
大
庭
氏
自
身
が

「漢
代
制
詔

の
形
態
」
に

お
い
て
明
確
に
そ
の
区
別
を
指
摘
し
た
よ
う

に
、
漢
代

の
詔
書
に
は

「皇
帝
が
自
ら
の
意
志
で
命
令
を
下
す
」
第

一
形
式
の
詔
書
と

「官

僚
が
発
意

・
献
策
し
て
、
皇
帝
が
認
可
し
た
結
果
、
皇
帝
の
命
令
と

し
て
公
布
さ
れ
る
」
第
二
形
式
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
詔
書
冊

は
第
二
形
式
に
属
す
る
が
、
筆
者
が

コ詔
書

の
起
草
」
と
言
う

の
は
、

第

一
形
式
の
詔
書
の
文
案
を
練
り
代
筆
す
る

こ
と
な
の
で
あ
る
。
ふ

た
た
び
唐
代
の
制
度
を
参
照
す
る
な
ら
ば
、
中
書
舎
人
が
起
草
す
る

制
書
は
、
漢
代
の
第

一
形
式
の
詔
書
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
漢

代

の
第
二
形
式
の
詔
書
に
相
当
す
る
も

の
は
、
唐
代
に
お
い
て
は
尚

書
省
か
ら
申
奏
さ
れ
、
皇
帝
に
よ

っ
て

「
聞
」
が
御
画
さ
れ
る
こ
と

で
効
力
を
付
与
さ
れ
る
、
公
式
令

・
奏
抄
式

に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
文
書
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
漢
制
と
唐

制
の
類
似
は
決
し
て
偶

然
で
は
な
く
、
そ
の
間
に
何
ら
か
の
沿
革
が
あ

っ
た
と
考
え
ざ
る
を

得
な

い
が
、
残
念
な
が
ら
現
時
点

で
は
筆

者
の
能
力
不
足
ゆ
え
に
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
指
摘
を
す
る
に
と
ど
ま
る
。

本
題
に
戻
り
、
そ
れ
で
は
こ
の
詔
書
冊
に
お
い
て
御
史
大
夫
が
果

た
し
て
い
る
役
割
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
述
べ
る
な
ら
ば
、

筆
者
も
大
庭
氏

の

「政
策
原
案

の
作
成
」
と

い
う
説
に
お
お
む
ね
賛

同
す
る
。
第

一
に
、
桜
井
氏

の
旧
説
の
如
く
丞
相
と
な
ら
ぶ

「行
政

官
」
と
す
る
の
で
は
、
こ
の
詔
書
冊
に
み
る
よ
う
な
上
奏
お
よ
び
詔

書

の
下
達
と

い
う
文
書
伝
達
経
路
に
お
い
て
、
官
位
に
お
い
て
丞
相
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よ
り

一
等
降
る
御
史
大
夫
が
、
な
に
ゆ
え
皇
帝
と
丞
相
の
中
間
に
介

在
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
か
と

い
う
点
が
う
ま
く
説
明
で
き
ず
、
し

た
が

っ
て
、
丞
相
と
御
史
大
夫
を
行
政
官
と

い
う
同

一
の
範
疇
で
括

る
こ
と
は
不
適
切
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
先
述
し
た

よ
う
に
草

制
と
い
う
職
務
と
政
策
原
案
の
作
成
と

い
う
職
務
と
は
別

の
こ
と
が

ら
で
あ
る
以
上
、
御
史
大
夫

≠
草
制
官
と

い
う
事
実
は
、

決
し
て
大

庭
氏
の
所
説
を
根
本
か
ら
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。
な

に
よ
り
も
、
詔
書
冊
の
①
後
半
部
に
お

い
て
御
史
大
夫
が
行

っ
て
い

る
こ
と
は
、
大
庭
氏

の
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
政
策
の
施
行
細
目
の
提

示
と
解
釈
す
る
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で

あ
ら
た
め

て
元
康
五
年
詔
書
冊
を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
冊
書
中
に
お

い
て
大
庭
氏
が
意
味
不
明
と
さ
れ
た
部
分

(①
後
半
部

「
比
原
泉
御

者
」
)
に
関
し
て
私
見
を
提
示
し
、
そ
こ
か
ら
御
史
大
夫
の

「
政
策

原
案
の
作
成
」
と
い
う
職
務
の

一
側
面
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
手
が

か
り
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
注

目
す
べ
き
は
、
夏
至

の
行
事
と
い
う
の
は
毎
年
繰
返
さ
れ

る
恒
例
で
あ
り
、

一
々
実
施
案
な
ど
作
成
せ
ず
と
も
、
先
例
に
従
う

だ
け
で
充
分
な
は
ず
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
『礼

記
』
月
令

に
は
、

季
夏

の
月
、
…
…
、
以
て
土
功
を
興
す
べ
か
ら
ず
、
以
て
諸
侯

を
合
す
べ
か
ら
ず
、
以
て
兵
を
起
こ
し
衆

を
動
か
す
べ
か
ら
ず
、

大
事
を
挙
げ
て
以
て
養
気
を
揺
か
す
母
か
れ
。

と
兵
事
を
罷
め
る
こ
と
が
み
え
、
『管
子
』
禁
蔵
篇
に
は
、

き

春
三
月
に
当
り
て
は
、
…
…
、
燧
を
鐙
り
て
火
を
易
え
、
井
戸

を
凌

い
水
を
換
え
、
以
て
毒
気
を
去
る
。

と
水
火
を
改
め
る
こ
と
が
み
え
る
よ
う
に
、
時
節
こ
そ
異
な
る
が
同

　
　

　

様
の
慣
習
は
こ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
詔
書
冊
の

太
常
に
よ
る
提
案
も
い
わ
ば
こ
う
し
た
伝
統
的
慣
例
に
則

っ
た
も

の

で
あ
り
、
こ
の
元
康
五
年
に
至

っ
て
初
め
て
こ
う
し
た
行
事
が
実
施

さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
無
論
、
当
時
の
暦
で
は
何
月
何
日
が
夏
至
に

あ
た
る
か
は
年
ご
と
に
変
動
す
る
か
ら
、
行
事
日
程
は
そ
の
つ
ど
決

定
せ
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
実
施
さ
れ
る
行
事

自
体
は
前
年
ま
で
の
も

の
と
何
ら
違

い
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
詔
書
冊

に
お
い
て
御
史
大
夫
は
夏
至

の
行
事

の
実
施
案
を

一
か
ら
新
た
に

「作
成
」
し
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
前
提
に
立

つ
な
ら
ば
、
大
庭
氏
が
意
味
不
明
と
さ
れ

た
部
分
を
含
む
①
後
半
の
冒
頭

「●
臣
謹
案
比
原
泉
御
者
水
衡
好
大

官
御
井
…
…
」
は
次
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

●
臣
謹
ん
で

「比
」
を
案
ず
る
に
、
原
泉
御
者

・
水
衡
都
尉
は

太
官

の
御
井
を
湊

い
、
…
…
。
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こ

こ

に
言

う

「
比

」

と

は

『礼

記
』

王

制

に
、

司

冠

は

刑

を

正

し

辟

を

明

か
す

、

…

…

、

必

ず

小

大

の

比

を

察

し

、

以

て

之

を

成

す

(鄭
玄
注
。
小
大
は
猶
ほ
軽
重

の
ご
と
し
。
巳
行

の

故
事
を
比
と
日
ふ
)
。

と

あ

る

よ

う

に

「
故

事

」

の

こ
と

だ

と

筆

者

は

解

釈

す

る
。

漢

代

の

へ
の

　

故
事
に
つ
い
て
は
邪
義
田
氏
の
研
究
が
あ
る
が
、
邪
氏
に
よ
れ
ば

「故

事
と
は
過
去

の
前
例
」
で
あ
り
、
「
律
令

・
儀
制

・
百
官

の
章
奏

・

歴
朝

の
注
記

・
行
政
上

の
不
成
文
的
慣
例

・
君
臣
間
の
誓
約
」
な
ど

を
包
含
す

る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て

「漢
代

の
日
常
行
政
は
、
多

く

の
場
合
、
律
令
と
故
事

に
依
拠
」
し
て
執
行
さ
れ
た
と
す
る
。
『礼

記
』
王
制

に
言
う
比
は
断
獄
の
際
に
参
照
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
決
事
比

(判
例
)

の
こ
と
だ
が
、
注
に
お
い
て
鄭
玄
が
こ
れ
を

「比

H
故
事
」

と
敷
街
し

て
解
釈
し
て
い
る
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
り
、
事
実
、
断

獄
と
は
関
係
の
な

い
比
も
史
料

に
い
く

つ
か
見
え
る
。
ま
ず
は

『漢

書
』
巻
九

八

・
元
后
伝
に
み
え
る
成
帝
時
代

の
例
。

太
后

の
母
李
親
は
、
(
の
ち
に
)
筍
氏

の
妻
た
り
、

一
男
を
生

み
参

と
名
づ
け
、
寡
居
す
。
頃
侯

(王
)
禁
、
在
り
し
時
、
太

后
、
禁
を
し
て
李
親
を
還
さ
し
む
。
太
后
、
参
を
憐
れ
み
、
田

蛤
を

以
て
比
と
為
し
て
之
を
封
ぜ
ん
と
欲
す

(注
日李
奇
曰
は
く
、

田
蛤
と
孝
景
王
后
と
同
母
異
父
な
る
は
、
封
を
得
る
故
な
り
。
師
古
曰
は
く
、
比

は
例
な
り
)。

こ
れ
は
封
爵
に
関
す
る
故
事
と
み
て
よ
く
、
ま
た
居
延
新
簡
に
は
次

の
よ
う
な
簡
も
見
ら
れ
る
。

●
其
れ
生
き
な
が
ら
酋
豪
王
侯
君
長
将
率
者

一
人
を
捕
得
せ

ば
、
口
吏
は
秩
を
増
す
こ
と
二
等
、
従
奴
は
購
を
与
ふ
る
こ
と

比

の
如
く
す
。

(
E
P
T
二
二

・
二
二
三
)

能
く
衆
兵
と
倶
に
追
ひ
て
先
に
陣
に
登
陥
し
、
首

一
級
を
斬
れ

ば
、
銭
五
万
を
購
す
る
こ
と
比
の
如
く
す
。

(
E
P
F
二
二

・
二
二
六
)

い
ず
れ
も

「捕
斬
旬
奴
虜
反
完
購
賞
科
別
」
と
呼
ば
れ
る
冊
書
の

一

部
で
あ
り
、
辺
境
に
お
い
て
軍
功
を
立
て
た
者
に
対
す
る
褒
賞
に
つ

　
　

　

い
て
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
み
え

る
比
も
、
褒
賞
の
基
準

と
な
る
べ
き
故
事
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

口
宣
既
田
秋
以
穀
如
比

口

(E
P
T
六
五

・
二
五
六
)

と
い
う
簡
も
あ
り
、
断
簡
の
た
め
記
載
内
容

の
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、

そ
こ
に
み
え
る
比
は
秋
季

の
田
作
に
関
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
比

11
故
事
と
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
詔
書
冊
の
①

に
お
け
る
御
史
大
夫
の

役
割
は
、
太
常
か
ら
の
提
案
を
受
け
て
夏
至

の
行
事
に
関
す
る
故
事

を
調
べ
た
の
ち
、
こ
れ
を
皇
帝
に
提
示
す
る
こ
と
と
解
釈
す
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
故
事
を
調
べ
て
皇
帝
に
提
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示
す
る
と

い
う
御
史
大
夫
の
職
務
は
、
当
時
の
官
僚
機
構
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
筆
者
な
り

の
見
通
し
を
述
べ
て
、
本
稿
を
終
え
よ
う
。

四
、
丞
相
と
御
史
大
夫

『漢
書
』
巻

一
九
上

・
百
官
公
卿
表
上
に
は
、
御
史
大
夫
の
職
掌

と
し
て

「丞
相
に
副
た
る
を
掌
る
」
と
あ
り
、
丞
相
に
く
ら
べ
て
御

史
大
夫
の
位
階
が

一
等
下
る
こ
と
は
、
例
え
ば
官
印
で
は
丞
相
が

「金

印
」
で
あ

る
の
に
対
し
て
御
史
大
夫
は

「銀
印
」
で
あ
り

(百
官
公
卿

表
上
)、
ま
た
官
僚
人
事

に
お

い
て
も
御
史
大
夫
か
ら
丞
相
に
異
動
す

る
こ
と
は
恒
例
だ
が
、
そ
の
逆
の
例
は
存
在
し
な
い
こ
と

(百
官
公
卿

表
下
)
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
丞
相
と

い
う
官
職
は
文
字
通
り
の

意
味
で
官
僚
機
構

の
頂
点
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「丞
相
に
副
た
る
」

か
ら
と

い

っ
て
、
御
史
大
夫
を
丞
相
の
次
官
も
し
く
は
副
官
と
見
な

す
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。

居
延
漢
簡
な
ど
に
見
ら
れ
る
太
守
府
や
都
尉
府
か
ら
発
信
さ
れ
た

文
書
に
は
、
冒
頭
に
発
信
者
と
し
て
長
官
た
る
太
守

・
都
尉
と
並
ん

で
、
次
官

た
る
太
守
丞

・
都
尉
丞
の
官
職
名

・
個
人
名
が
記
さ
れ
る

が
、
長
官

は
何
ら
か
の
理
由
で
し
ば
し
ば
不
在
で
あ
り
、
そ
の
際
に

は
他

の
官
職
に
あ
る
も

の
が
職
務
を
代
行
し
て
い
る
例
が
多
く
見
ら

れ
る
。
三
王
世
家
の
上
奏
文
0

・
R
に
現
れ
た

「太
僕
臣
賀
行
御
史

大
夫
事
」
は
中
央
政
府
に
お
け
る
官
職
代
行

の

一
例
で
あ
る
。
そ
し

て
現
時
点
で
明
ら
か
な
限
り
で
は
、
長
官
が
不
在
の
際
に
も
、
次
官

た
る
太
守
丞

・
都
尉
丞
が
長
官
の
代
行
を
す
る
と
い
う
例
は
存
在
し

な
い
。
す
な
わ
ち
長
官

の
職
務
は
丞
以
外
の
誰
か
が
代
行
し
、
丞
は

そ
の
長
官
代
行
者
の
下
で
丞
と
し
て
の
職
務
を
行
う
と
い
う
原
則
が

あ

っ
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

『漢
書
』
巻
五
九

・
張
湯
伝

に
は
、
御
史
大
夫
と
な

っ
た
張
湯
が

「数

々
、
丞
相
の
事
を
行
ふ
」

と
御
史
大
夫
が
丞
相
の
職
務
を
代
行
し
て
い
る
例
が
見
え
る
の
で
あ

る
。
簡
憤
史
料
か
ら
想
定
さ
れ
る
原
則
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
御
史

大
夫
は
丞
相
の
次
官
と
は
言
え
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

丞
相
と
御
史
大
夫
は
し
ば
し
ば

「丞
相

・
御
史
」
と
併
称
さ
れ
、

ま
た
丞
相
府
と
御
史
府
は
、

吏
民
の
上
書
し
て
便
宜
を
言
ひ
て
、
異
あ
れ
ば
、
輻
ち
延
年
に

下
し
て
平
庭
復
奏
せ
し
む
。
言
ひ
て
官
試
す
べ
き
者
は
、
県
令

と
為
り
、
或
ひ
は
丞
相

・
御
史
に
除
用
せ
ら
る
る
に
至
り
、
歳

満
つ
れ
ば
状
を
以
て
聞
し
、
或
ひ
は
其

の
罪
法
に
抵
て
、
常
に

両
府
及
び
廷
尉
と
分
章
す

(如
淳
曰
は
く
、
両
府
と
は
、
丞
相
・御
史
府

な
り
)。

(『漢
書
』
巻
六
〇

・杜
延
年
伝
)
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と
あ
る
よ
う
に

「
両
府
」
と
総
称
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
両
府
が

当
時
の
中
央
政
府

の
中
で
も
抜
き
ん
で
て
重
要
な
存
在
で
あ

っ
た
こ

と
は
、
『
漢
書
』
巻
三
九

・
薫
何
伝
に
見
え
る
、
浦
公
劉
邦
が
秦

の

都
成
陽
を
攻
略
し
た
際
の
次
の
記
事
か
ら
も
容
易
に
窺
う
こ
と
が
で

き
る
。柿
公
、
成
陽
に
至
り
、
諸
将
皆
な
争

い
て
金
吊
財
物

の
府
に
走

り
て
之
を
分
か
つ
も
、
何
は
独
り
先

に
入
り
て
秦
の
丞
相

・
御

史
の
律
令

・
図
書
を
収
め
て
之
を
城
す
。
浦
公
の
具
さ
に
天
下

の
随
塞
、
戸
口
の
多
少
、
彊
弱

の
処
、
民
の
疾
苦
す
る
所
を
知

る
は
、
何
の
秦

の
図
書
を
得
る
を
以
て
な
り
。

要
す
る
に
、
両
者
は

一
面
で
は
位
階

の
上
下
を
有
し
な
が
ら
も
、
他

面
で
は
九
卿

の
上
位
に
並
び
立

つ
存
在
な
の
だ
が
、
そ
れ
で
は
丞
相

と
御
史
大
夫

の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
。
両
者
を

「行
政
官
」

と
し
て
同

一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
ま
ず

は
丞
相
も

し
く
は
宰
相
と

い
う
官
職
の
有
す
る
性
格
を
確
認
し
て
お

こ
う
。
は
じ
め
に

『漢
書
』
巻
八
四

・
程
方
進
伝
に
載
せ
ら
れ
た
前

漢
後
期
成
帝
時
代
の
裡
方
進
の
上
奏
文
か
ら
。

春
秋

の
義
、
上
公
を
尊
び
て
之
を
宰
と
謂
ひ
、
海
内
は
統
べ
ざ

る
無

し
。
丞
相
、聖
主
に
進
見
す
る
に
、御
坐
よ
り
為
め
に
起
ち
、

輿
に
在
り
て
は
為
め
に
下
る

(注
口師
古
曰
は
く
、
『漢
旧
儀

に
云
ふ
、

皇
帝
、
丞
相
を
見
て
起
ち
、
謁
者
は
賛
称
し
て
曰
は
く

「皇
帝
、
丞
相
の
為
め
に

起

つ
」
と
。
起
立
し
て
乃
ち
坐
す
。
皇
帝
、
道
に
在
り
て
は
、
丞
相
迎
謁
す
れ
ば
、

謁
者
賛
称
し
て
曰
は
く

「
皇
帝
、
丞
相
の
為
め
に
輿
よ
り
下
る
」
と
。
立
ち
て
乃

ち
車
に
上
る
)。

こ

れ

に
よ

れ

ば

丞

相

は

「
海

内

統

べ
ざ

る
無

」

き
権

限

を

有

し

て
お

り

、
皇

帝

か

ら

も

単

な

る
臣

下

に
対

す

る
も

の
で

は

な

い
、

並

々
な

ら

ぬ

丁

重

な

扱

い
を

受

け

る

べ
き

存

在

と

さ

れ

て

い
る

。

さ

ら

に

ま

た

『
漢

書

』

巻

四
〇

・
陳

平

伝

に
見

え

る
文

帝

時

代

の
記
事

に

は

次

の
よ
う

に
あ

る

。

上

、

益

々
国

家

の
事

に
明

習

し

て

、
朝

し

て
右

丞

相

(
王

)

勃

に

問

ひ

て

曰

は
く

「
天

下

の

一
歳

の
決

獄

は

幾

何

ぞ

」

と

。

勃

知

ら

ざ

る
を

謝

す

。

問

ふ

「
天

下

の
銭

穀

、

一
歳

の
出

入

は

幾

何

ぞ

」

と

。

勃

又

た

知

ら

ざ

る
を

謝

す

。

…

…

上

亦

た
左

丞

相

(
陳

)

平

に
問

ふ
。

平

日

は

く

「
主

者

あ

る

な

り

」

と

。

上

曰

は

く

「
主

者

は
誰

た

る

か
」

と

。

平

日

は

く

「
陛

下

即

し

決

獄

を

問

は

ん
と

せ

ば

、
廷

尉

を

責

め

よ

。
銭

穀

を

問

は

ん
と

せ
ば

、

治

粟

内

史

を

責

め

よ
」

と

。

上

曰

は

く

「
筍

く

も
各

々
主

者

あ

ら

ば

、
君

の
主

る
所

は
何

事

な

る

か
」
と

。
平
謝

し

て

曰

は
く

「
主

臣

。

陛

下

、
其

の
驚

下
な

る
を

知

ら

ず

し

て
、

罪

を

宰

相

に
待

た

し

む

。

宰

相

な

る
者

は

、
上

は

天

子

を

佐

け

て
陰

陽

を

理

め

、

…



四
時
を
順

へ
、
下
は
万
物
の
宜
を
遂
げ
、
外
に
四
夷
諸
侯
を
填

撫
し
、
内
に
百
姓
を
親
附
し
、
卿
大
夫
を
し
て
各
々
其
の
職
に

任
ず

る
を
得
せ
し
む
な
り
」
と
。
上
、
称
善
す
。

こ
の
陳
平

の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
宰
相
と
は

「
天
子
を
佐
け
て
」
と
は

い
う
も

の
の
、
そ
の
管
掌
範
囲
は
人
事
の
み
な
ら
ず
陰
陽
万
物
に
ま

で
及
ぶ
も

の
で
あ
り
、
葎
方
進

の
発
言
と
あ
わ
せ
る
と
、
少
な
く
と

も
理
念
上
は
、
宰
相
は
君
主
に
限
り
な
く
近
く
並
び
立
つ
存
在
だ
と

認
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

だ
が
し
か
し
天
下
国
家
は
君
主

の
天
下
国
家
で
あ
り
、
断
じ
て
宰

相
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
政
令

の
よ

っ
て
き
た
る
源
泉
は
あ
く
ま
で
君
主
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

そ
し
て
君
主
が
政
令

の
源
泉
た
る
そ
の
根
拠
は
、
天
命
な
ど
と
い
っ

た
理
念
的

な
問
題
は
さ
て
お
き
現
実
の
上
で
は
、
な

に
よ
り
も
法

令

の
公
布
者
た
る
こ
と
で
あ
る
。
で
は
公
布
さ
れ
た
法
令
は
秦
漢
時

代
に
お
い
て
ど

の
よ
う

に
管
理
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
宮
宅
潔

へ
ゐ

　

氏
に
よ
れ
ば
、
当
初
、
法
令
は
そ
れ
が
下
達
さ
れ
た
官
庁
に
お
い
て

個
別
に
集
成
さ
れ
た
た
め
、
各
々
の
官
庁
に
は
関
連
法
令
の
み
が
保

管
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
全
官
庁
に
斉

一
な
統

一
さ
れ
た
法
令
集
と

い
っ
た
も

の
は
存
在
し
な
か

っ
た
と

い
う
。
雲
夢
秦
簡

・
秦
律
十
八

種

・
尉
雑

律
に
、

歳
ご
と
に
辟
律
を
御
史
に
於
い
て
離
せ
。

と

「毎
年
、
刑
律
を
比
較
対
照
し
て
誤
り
を
訂
正
せ
よ
」
と

の
規
定

が
あ
る
の
は
、
そ
う
し
た
不
統

一
さ
を
補
う
た
め
の
措
置
だ

っ
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
作
業
が
行
わ
れ
る
の
が
御
史

の
所
で

あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
御
史
は
君
主
の
下
で
、
そ
の

権
力
の
根
拠
た
る
法
令
を
統

一
的
に
管
理
す

る
機
能
を
担

っ
て
い
た

の
で
あ
り
、
故
事
を
調
べ
て
政
策
原
案
を
提
示
す
る
と

い
う
職
務
も

こ
う
し
た
機
能
に
由
来
す
る
も
の
な
の
で
あ

ろ
う
。
以
上
を
ま
と
め

る
な
ら
ば
、宰
相

(丞
相
)
が
少
な
く
と
も
理
念
上
は
百
官
を
率
い
て
、

陰
陽
万
物
を
統
御
す
る
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
君
主

(皇

帝
)
に
並
び
立

つ
ほ
ど
の
権
威
を
有
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
御
史

大
夫
は
法
令
や
故
事
を
管
理
し
、
政
策
原
案
を
提
示
し
て
君
主
の
政

治
的
判
断
を
助
け
る
こ
と
で
、
君
主
が
宰
相

に
ー

や
や
奇
異
な
表

現
だ
が
1

対
抗
す
る

一
助
と
な

っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
言
葉
を
換

え
て
や
や
俗
な
表
現
を
す
る
な
ら
ば
、
臣
下
と
し
て
ほ
ぼ
同
等
の
地

位
に
あ
り
な
が
ら
も
、
丞
相
は
官
僚
の
頂
点

と
し
て
上
か
ら
官
僚
機

構
を
統
率
す
る
の
が
本
分
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
御
史
大
夫
は
あ
く

ま
で
皇
帝
を
下
か
ら
支
え
る
こ
と
が
本
分
で
あ
る
、
と
い
う
相
違
で

あ
ろ
う
か
。
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結
語

以
上
、
前
漢
の
御
史
大
夫
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
て
き
た
が
、
遡

れ
ば
御
史
大
夫
と

い
う
官
職
が
史
料
に
現
れ
る
の
は
、
『史
記
』
巻
六
.

秦
始
皇
本
紀
に
、

秦
王
、
初
め
て
天
下
を
井
せ
て
、
丞
相

・
御
史
に
令
し
て
曰
は

く

「
…
…
今
、
名
号
更
ま
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
成
功
を
称
し
て
後

世
に
伝
ふ
る
無
し
。
其
れ
帝
号
を
議
せ
」
と
。
丞
相
紬

・
御
史

大
夫
劫

・
廷
尉
斯
ら
皆
な
曰
く
、
…
…
。

と
あ
る
の
が
初
出
で
あ
り
、
こ
の
時
点
で
御
史
大
夫
は
す
で
に
丞
相

に
次
ぐ
地
位
を
有
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
官
名

の
由
来
に
つ
い

て

『漢
書
』
百
官
公
卿
表
上
に
、

御
史
大
夫
は
秦
官
な
り

(応
勘
曰
は
く
、
侍
御
史
の
率
な
れ
ば
、
故
に
大

夫
と
称
す
と
云
ふ
)。

と
あ
る
の
は
、
先
秦
時
代

の
い
つ
頃
か
は
不
明
な
が
ら
御
史
大
夫
が

設
置
さ
れ
た
当
初
に
は
、
そ
の
地
位
が
宰
相
は
お
ろ
か
卿
よ
り
も
下

の
大
夫
だ

っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
の
御
史
大
夫
が
統

一
秦
か
ら

前
漢
に
い
た

っ
て
、
九
卿
を
超
え
て
丞
相
と
並
ぶ
官
職
に
ま
で
そ
の

地
位
を
高

め
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
中
国
官
制
史
上
に
し
ば
し
ば
見

ら
れ
る
、
当
初
は
位
階
の
低

い
皇
帝

の
側
近
で
し
か
な
か

っ
た
官
職

が
、
時
を
経

て
位
階
が
上
が
り
政
府
の
中
枢
を
占
め
る
よ
う
に
な
る

と

い
う
類
型
の
最
初
の
事
例
と
言

っ
て
よ
い
。
そ
し
て
御
史
大
夫
に

続

い
て
、
こ
う
し
た
類
型
に
当
て
は
ま
る
の
が
尚
書
と
前
漢
後
半
期

の
中
朝

の

一
員
で
あ
る
侍
中
で
あ
り
、

い
ず

れ
も
が
後
漢
の
官
僚
機

構
に
お
い
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
大
庭
脩
氏
が
示
し
た

「御
史
か
ら
尚
書

へ
」
と
い
う
見
通
し

は
正
鵠
を
射

て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
も
ま
た
中
国
官
制
史
上
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る

こ
と
だ
が
、
あ
る
官
職
は
官
名
改
称
を
経
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

職
掌
や
官
僚
機
構
に
お
け
る
位
置
づ
け
が
大

き
く
変
化
す
る
こ
と
が

あ
り

(例
え
ば
尚
書
の
位
置
づ
け
は
漢
代
と
唐
代
と
で
は
全
く
異
な

る
)
、

一
方
で
官
名
改
称
を
経

つ
つ
も
そ
の
職
務

に
は
さ
ほ
ど
変
化

が
見
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
御
史
大
夫
は
、
前
漢
末
期
か
ら
後
漢
初
期
に
か

け
て
司
空

へ
と
改
称
さ
れ
た
が
、
『周
礼
』

地
官

・
大
司
徒
に
、

大
司
徒

の
職
は
、
建
邦
の
土
地
の
図
と
其
の
人
民
の
数
と
を
掌

る

(注
"土
地
の
図
は
、
若
今

(H
後
漢
)
の
司
空
の
郡
国
輿
地
図
の
若
し
)。

と
後
漢
の
司
空
が
輿
地
図
を
管
理
し
て
い
た

こ
と
が
見
え
て
お
り
、

ま
た

『後
漢
書
』
光
武
帝
紀
下
に
は
、

大
司
空
融

・
固
始
侯
通

・
膠
東
侯
復

・
高
密
侯
禺

・
太
常
登
ら

一70一



議
を
奏
し
て
曰
は
く

「古

へ
諸
侯
を
封
建
し
て
、
以
て
京
師
に

藩
屏

た
ら
し
む
。
…
…
兄
弟
諸
子
を
封
立
す
る
は
、
旧
章
に
違

は
ず
。
…
…
宜
し
く
盛
夏

の
吉
時

に
因
り
て
、
号
位
を
定
め
、

以
て
藩
輔
を
広
め
、
親
親
を
明
ら
か
に
し
、
宗
廟
を
尊
び
、
社

稜
を
重
ん
じ
、
古
に
応
じ
旧
に
合
し
て
、
衆
心
を
厭
塞
す
べ
し
。

臣
請

ふ
ら
く
は
大
司
空
は
輿
地
図
を
上
り
、
太
常
は
吉
日
を
択

び
、
禮
儀
を
具
せ
ん
こ
と
を
」と
。
制
し
て
曰
は
く
「可
な
り
」
と
。

と
あ
る
よ
う

に
、
光
武
帝
の
兄
弟
子
弟
の
諸
侯
王
封
建
に
あ
た

っ
て

は
、
三
王

世
家

の
御
史
大
夫
と
同
様
に
、
司
空
が
輿
地
図
を
奉
る
こ

と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
後
漢
に
お
い
て
は
太
尉

・
司
徒

(も
と

の
丞
相
)
・
司
空
が
三
公
と
し
て
鼎
立
す
る
体
制
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、詔
し

て
曰
は
く

「…
…
県
国
の
長
吏
を
置
く
に
足
ら
ず
井
合
す

べ
き
者
は
、
大
司
徒

・
大
司
空
二
府
に
上
れ
」
と
。

(
『後
漢
書
』
光
武
帝
紀
下
)

司
徒
臣
雄

・
司
空
臣
戒
、
稽
首
し
て
言
ふ

「
…
…
、
臣
請
ふ
ら

く
は
、
魯
相
は
孔
子
廟
の
為
め
に
百
石
卒
史

一
人
を
置
き
、
礼

器
を
領
す
る
を
掌
ら
し
め
、
王
家

の
銭
を
出
だ
し
、
犬
酒
の
直

を
給

し
、
他
は
故
事

の
如
く
せ
ん
こ
と
を
。
臣
雄

・
臣
戒
、
愚

懇
誠
憧
誠
恐
、
頓
首
頓
首
、
死
罪
死
罪
、
臣
稽
首
し
て
以
聞
す
」

と
。
制
し
て
曰
は
く

「可
な
り
」
と
。

(『隷
釈
』
巻

一
・
孔
廟
置
守
廟
百
石
孔
鯨
碑
)

な
ど

の
よ
う
に
、
太
尉
を
除
外
し
て
司
徒

・
司
空
を
前
漢
の
丞
相

・

御
史
の
よ
う
に
併
称
す
る
事
例
が
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
先

の
輿
地
図
の
事
例
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
果

た
し
て
御
史
大
夫
か
ら

司
空

へ
の
改
称
と
は
、
内
実
を
伴

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
の
か
否
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
な
お
も
検
討
の
余
地

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
こ
の
問
題
に
は
三
公
制
度
の
形
成
、
さ
ら
に
は
前
漢
官
僚
機

構
か
ら
後
漢
官
僚
機
構

へ
の
継
承
と
変
化
は
如
何
と
い
う
、
広

い
視

野
を
見
す
え
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

注(
1
)

こ
れ

ら
以
外

の
後
漢
を

は
じ
め
と

す
る
王
朝

で
は
、

お
お
む
ね
御
史

中
丞

が
そ

の
長
官

で
あ
り
、
ま

た
清

に
お

い
て
は
都
察
院
左

都
御
史

が
長
官
と
な

る
。
清

・
紀
駒
等

『歴
代
職
官
表
』
巻

一
八
参
照
。

(2
)
桜
井
芳
朗

「
御
史
制
度

の
形
成

(上

・
下
ご

(
『東
洋

学
報
』
一
ご
ニ
ー

二
・

三
お
よ
び

二
三
-

四
、

一
九
三
六
年
)
。

(
3
)

桜
井
氏

の
目
的

は
、
あ
く

ま
で

「
監
察

制
度

の
起

源
」
と

し

て
の
秦

漢
御
史

制
度

に
あ

っ
た
か

ら
、
監

察
官

な
ら
ざ

る
御
史
大
夫

が
そ

の

考
察

の
対
象

か
ら
外

さ
れ
た

こ
と
は
当

然

で
は
あ
る
。

た
だ
し

一
方

で
、
御
史

大
夫

は
監
察

官

で
は

な
く
行
政

官

で
あ

る
と
断

じ
た
桜
井
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氏

の
説
は
、
当
時

に
お

い
て
は
卓
見

で
あ

っ
た
。
な

ぜ
な
ら
当
時

は
、

秦

お
よ
び
前
漢

で
は
丞

相

・
太
尉

・
御
史
大
夫

が
、
そ
れ
ぞ
れ
行
政

・

軍
事

・
監

察
を

分
担
し

て

い
た
、

つ
ま

り
御
史

大
夫

11
監
察

官
と

の

解

釈
が

一
般

的
だ

っ
た

か
ら

で
あ

る
。

例
え
ば
概
説

書

で
は
あ

る
が
、

市
村
贋

次
郎

『
東
洋
史

統
』

巻

一

(冨
山

房
、

一
九
三
九

年
)
、

『
東

洋
文

化
史
大

系
』

二

・
漢
魏

六
朝

時
代

(誠

文
堂

新
光
社

、

一
九

三

八
年
)

の

「
制
度
と
社
会

・
漢

代

の
官
制
」
な
ど
。

(
4
)
大
庭

脩

「
居
延
出

土

の
詔
書
冊

」

(
『秦
漢
法
制
史

の
研
究
』
創
文

社
、

一
九

八
二
年
、
論
文

の
初
出
は

一
九
六

一
年

)
、
同

「
史
記

三
王
世
家

と
漢

の
公
文

書

」

(同
書
、

初
出

は

一
九

六

二
年

)
、

同

「
漢
王
朝

の

支
配
機
構
」

(
同
書

、
初

出
は

一
九
七
〇
年
)
。

(
5
)
例
え

ば
西
嶋

定
生

『
中
国

の
歴
史
』

二

・
秦

漢
帝

国

(講
談
社

一

九
七

四
年

)
な
ど
。

(
6
)
な

お
、
茜
和
蒸

『西
漢

御
史
制

度
』

(
嘉
新
水

泥
公

司
文
化
基

金
会
、

一
九
六

四
年
)

は
、
御
史

大
夫

に
関
し

て
も
多
方

面

か
ら
史
料

を
博

捜

し

て
お
り
参
考

に
は
な
る

が
、
そ
れ

故

に
か
え

っ
て
焦
点

が
ぼ

や

け

て
し
ま

っ
た

と

い
う

感
は
否

め
ず
、

大
庭
氏

の
よ
う

に
御
史

大
夫

の
本
質
に
迫
る
も

の
で
は
な

い
。

(7
)
以
下

の
引
用
は

「
漢
王
朝

の
支
配
機
構

」

(注

(4
)
前
掲
)
か
ら
。

(8
)
拙

稿

「
前
漢

後
期

に
お
け

る
中
朝

と
尚
書
-

皇
帝

の
日
常
政

務
と

の

関
連

か
ら
ー
」

(
『
東
洋
史

研
究
』

六

四
-

二
、

二
〇

〇
五
年

)
第

三

章

「
皇
帝

の
政
務
と
尚
書
」
参

照
。

(
9
)

な
お
中

書
舎
人

以
外

に
も

、
翰
林

学
士

が
王
言

の
起

草
を
行

う

こ
と

も
あ

る
。
例
え

ば

『唐

会
要
』

巻

五
七

・
翰

林
院

の

「
開

元

の
初

め

置

く
。
已
前

は
内

の
文
書
を

掌

る
。

武
徳
已
後

、
温
大

雅
…
…
上

官

儀

ら
あ
り

て
、
時

に
召
さ
れ
入
り

て
制
を
草
す
も
、
未

だ
名

目
あ
ら
ず
、

乾

封
已
後

、
始
め

て
北
門
学

士
と
号
す

」
と

い
う

記
事

が
そ
れ

に
当

た
る
。

(
10
)
仁
井

田
陞

『唐
令
拾

遺
』

(東
京
大
学

出
版
会
、

一
九
六

四
年
復

刻
)
、

仁
井
田
陞

・
池

田
温

『唐

令
拾
遺
補
』

(東
京

大
学
出
版
会
、

一
九
九

七
年
)
、
中
村
裕

一

『唐
代
制
勅
研
究
』

(汲
古
書
院
、

一
九
九

一
年
)
、

同

『唐
代
公
文
書
研
究
』

(汲
古

書
院
、

一
九
九

六
年

)
等
参

照
。

(
11
)

本
稿

で
は
適
宜
中
略

し
た

が
、

大
庭
脩

「
史

記
三
王

世
家
と
漢

の
公

文
書
」

(注

(
4
)
前
掲
)

に
原
文
と

注
解
が
、
ま
た
永

田
英
正

「
漢

代

の
集
議

に

つ
い
て
」

(
『東

方
学

報
京

都
』

四
三
、

一
九

七

二
年

)

に
は
書
き
下
し
文
と
注
解
が
示
さ
れ

て
い
る
。

(
12
)

O

・
R
に
見
え

る

「
太

僕
臣
賀

行
御
史
大

夫
事
」
と

は
、
太
僕

を
本

官
と

す
る
公
孫
賀

が
御
史

大
夫

の
職
務
を

一
時
的

に
代
行
し

て

い
る

こ
と
を
示
す
。

(
13
)
「
報
下

」
と
は
、
皇
帝

が
臣

下
か
ら

の
上
奏

文

に
目
を
通

し
た
後

に
、

そ

れ
を
官

僚
に
下
し

て
審
議

・
実

施
さ
せ
る
と
き

の
手
続

き

で
あ
り
、

「
事

下
某
官
」
「章

下
某
官
」
等
と
も
表
現
さ
れ

る
。
三
王
世
家

の
C
「
御

史

に
下

せ
」
も
同
様

で
あ

る
。

(
14
)
な

お
石
建
が
見

た
も

の
が
、
彼
が
上
奏

し
皇
帝

か
ら
報
下

さ
れ
る
過

程

に

お

い
て
第

三
者

に
よ

っ
て
作
成

さ

れ
た

「
写
し
」

で
あ

っ
た
、

と

の
仮
定

は
成
立

し
が
た

い
。

そ
れ

が

「
写
し
」

で
あ

っ
た

な
ら
ば

彼

が
恐
催

す
る
理
由

な
ど
無

い
か

ら
で
あ
る
。
ま

た
長
吏

の
発
す

る

文

書
は
普

通
そ

の
属

下

の
書

記
官

が
筆

写
す

る
が
、
こ

の
場

合
は

石
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(
15
)

(
16
)

　 　

191817
)))

 

(
20
)

建

が
自
ら
筆

写
し

た

の
で
あ

ろ
う

。
彼

が
自

身

の
筆

跡

に
よ

る
誤
字

を
発

見

し
て

こ
そ
、

こ

の
挿

話

は
彼

の
並
外

れ
た

謹
直

さ
を
示

す

エ

ピ

ソ
ー
ド
と

し
て
意

味
を
持

つ
。

『漢
書

』
巻
七

四

・
魏

相
伝

の
宣
帝
時

代

の
記
事

に
は

「
故
事

で
は
、

諸

そ
上
書

す
る
者

は
皆

な

二
封

を
為

し

て
、
其

の

一
に
署
し

て
副
と

ひ
ら

日

ひ
、
尚
書

を
領

す

る
者

、
先

に
副
封
を

発

い
て
、
言
う

所

不
善
な

れ
ば
、
屏
去
し

て
奏

せ
ず

」
と
あ
り
、
上
奏
文

は
正
副

の
二
通
が
作
成

・

奏
上

さ
れ
た
と
す
る
。
「
領
尚
書
」
は
武
帝

の
の
ち
昭
帝
時
代

に
い
た

っ

て
初

め

て
現
れ

た
職

で
あ
り
、

こ

の

「
故

事
」

の
規
定

が
武
帝

時
代

に
ま

で
遡
れ

る
か
は
確

証

が
な

い
が
、
も
し

そ
う
な

ら
、

三
王
世
家

に
お

い
て
も
雀
去

病

の
上
奏
文

A

に
は
正
副

の

二
通

が
あ

り
、

一
通

が
御

史

に
下

さ
れ
、
も
う

一
通
が
宮
中

に
保
存

す
る
た

め

の

「
控
え

」

と
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

後
掲

の
元
康

五
年
詔

書

冊
に
如
実

に
表

れ
て

い
る
よ
う

に
、
あ

る
案

件

を
複
数

の
官

署
間

で
順
次
伝

達

し

て
ゆ
く

際

に
は
、
最
初

に
発

せ

ら
れ
た
文
書

の
後

ろ

に
、

中
途

の
官
署

で
作

成
さ
れ
た
文

書

(簡
順

)

を
順
次
添
付

し

て
ゆ
く
と

い
う
形
式
を

と
る
。

注

(
9
)
前

掲
書
参
照
。

大
庭
脩

『木

簡
』

(学
生
社
、

一
九

七
九
年

)

=
二
七
頁
参
照
。

大
庭
脩

「漢

代
制

詔

の
形
態
」

(同

『秦
漢
法
制
史

の
研
究
』

注

(4
)

前
掲
書

)
参

照
。

陳
葉

「
夏
至
寝

兵
更
水
火

不
聴
事

五
日
及
其
官
」

お
よ
び

「
別
火
官

」

(
『漢

晋
遺

簡
識

小
七
種

』
台
湾

中
央

研
究
院

歴
史

語
言
研

究
所

一

九
七

四
年

)
、
お
よ
び
干
豪
亮

「
居
延
漢
簡
釈
叢
」
(
『干
豪
亮
学
術
文

存
』

(
21
)

(
22
)

中
華
書
局

一
九

八
五
年
)
「
陰
燧
取
火
」

の
項
参
照
。

邪
義

田

「
従

『如
故

事
』

和

『
便
宜
従
事
』

看
漢

代
行
政

中
的
経
常

与
権
変
」
(同

『秦
漢
史
論
稿
』
東
大
図
書

公
司
、
一
九
八
七
年

)
参

照
。

「
捕
斬
旬

奴
虜
反
完
購

賞
科
別
」

に
関

し
て
は
、

い
く

つ
か

の
研
究

が

あ
る
が
、
い
ま

は
藤

田
高
夫

「
漢
簡

中
に
見
え

る
軍
功
賞
賜

に

つ
い
て
」

(
『古
代
文
化
』

四
五
i

七

一
九
九

三
)
を
挙
げ

る
に
と
ど

め
る
。

(
23
)
宮
宅
潔

「
漢
令

の
起
源
と

そ
の
編
纂
」
(
『中
国
史
学
』
五
、
一
九
九
五
年

)

参
照
。
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